
学校教育目標：「夢の実現に向けて前進」～全員主役・全員本気・全員成長～ 

 

 

 

 ３年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。中学校生活の 
３年間で心身ともにたくましく成長し、たくさんの思い出をつくっ 
たことかと思います。卒業生１７名、それぞれ進学先は違いますが、 
大切な仲間として、今後もつながりを持ち続けてください。 
 今回、高校進学という１つの進路選択がありました。これから何 
度も自分の生きる道を選択する機会が訪れます。自身の「夢の実現」 

に向けて、自分の思いを大切に、自分の責任で選択ができるように 
なってくれることを期待しています。 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
【卒業にあたってのメッセージ】 
 ご卒業おめでとうございます。「人事を尽くして天命を待つ」が人生の基本だと思います。
「事の成る成らぬは天に任し、自分はひとえにその日その日の務めを全うすればたる」と新渡
戸稲造先生も言っておられます。しかしながら自分の意に反する結果に忸怩（じくじ）たる思
いを堪えることも多い。それが現実ですが、人の所為（しょい）にせず、自らのこととして受け止
め踏ん張るとき、人の痛みもわかるようになるし、友だちや支えてくださる大切な存在に気づく
はずです。「きついときが勝負」です。皆さんが挑戦し、自分を磨き続け、そして輝くことを祈りま
す。そういった生き方の先に、君たちの幸せな姿があることを祈っております。それぞれの進路先
での皆さんの益々のご活躍を心から祈念いたします。                     

ブラッセル日本人学校 校長 岡田 眞治 

天草中だより 
令和３年３月１２日  第１２号 

文責：校長 豊原 康徳 

 ※節目の年には、こんな出来事があっていました。 
＜生まれた年：平成１７・１８年＞ 
○宇宙飛行士 野口聡一さんがスペースシャトルで宇宙へ（Ｈ１７） 
○クールビズが本格的にスタート（Ｈ１７） 
○アニメ映画「ハウルの動く城」が興行収入１９６億円の大ヒット（Ｈ１７） 
○日本人の人口が統計開始以来初の自然減（Ｈ１７） 
○トリノ冬季オリンピックでフィギュアスケート荒川静香さんが金メダル（Ｈ１８） 
○第１回ＷＢＣ（ワールドベースボールクラシック）開催（Ｈ１８） 

○任天堂Ｗｉｉがヒット（Ｈ１８） 
◎天草町立天草中学校から天草市立天草中学校へ校名変更（Ｈ１８．３．２７） 
＜小学校入学：平成２４年＞ 
○東京スカイツリーが開業 
○ロンドンオリンピックで女子レスリング 伊調馨さん、 
吉田沙保里さんが金メダル 

○山中伸弥教授が「iPS細胞」の研究でノーベル医学・生理学賞を受賞 

◎天草中学校校舎耐震改修工事 
◎下田北～鬼海浦トンネル間、崖崩れによる通行止めのためスクールバス迂回 
＜中学校入学：平成３０年＞ 
○西日本豪雨、台風２１号等で甚大な被害 

○女子プロテニス 大坂なおみ選手が全米オープン優勝 
○プロ野球 大谷翔平選手がメジャーリーグで活躍 新人王に 
○本庶佑京都大特別教授が「オブジーボ」の研究でノーベル医学・生理学賞受賞 
◎各教室への空調設備工事が完了 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 今年度は、生徒会活動として生徒全員で１年
間、校内の花の整備をおこないました。今の時期
は、卒業式や入学式に向けて管理をしています。 
２月１９日（金）には、その活動の一環として、

日頃お世話になっている学校近隣の事業所等へ
プランター２つを届けました。 
＜配付事業所等＞ 
ヒゴガーメント、天草郵便局、消防署、天草支所 
高浜コミセン、春光苑、ＪＡ、高浜駐在所 
 
 学校は、地域の方々や各事業所に体験活動等
でよくお世話になりますが、学校が地域に貢献
する機会はなかなかありませんでした。そこで、
生徒会が計画して、このような活動をおこない
ました。「地域の中の学校」として、地域と学校
が双方向で貢献できるのが理想だと思います。
今回の取組も含め、何らかの形で学校が地域に
貢献できるようにしていきたいと思います。 

 保護者の皆様には学校評価アンケート、大変お世話に

なりました。その結果をお知らせします。 

【保護者アンケート結果】      ※４段階評価 

①学校は経営方針を知らせる機会を設定している【2.9】 

②子どもは充実した学校生活をおくっている  【3.1】 

③子どもはこの１年間で成長した       【3.2】 

④学校はわかりやすい授業を心がけている   【3.0】 

⑤学校は子どもに対応した指導等に努めている 【2.7】 

⑥子どもの学力は向上している        【2.5】 

⑦子どもは家庭で学習している        【2.9】 

⑧学校は道徳心を育む取組を行っている    【3.2】 

⑨子どもはあいさつができている       【3.1】 

⑩子どもはルールやマナーを守っている    【3.1】 

⑪学校は学校の様子等の情報を提供している  【3.2】 

⑫行事や授業参観等は参加しやすい計画である 【3.2】 

⑬学校は進路に関する情報等を提供している  【3.1】 

⑭子どもは進路について目標や希望を持っている【2.8】 

⑮学校は一人一人を大切にしている      【2.9】 

⑯子どもは互いを認め合って学校生活をしている【3.1】 

⑰学校は保健・健康に関する指導に努めている 【3.2】 

⑱学校は子どもの事故防止に努めている    【3.3】 

⑲掲示物や花壇の手入れがなされている    【3.4】 

⑳学校の施設・設備は安全性が確保されている 【3.4】 

㉑学校行事は充実している          【3.3】 

㉒部活動は充実している           【3.2】 

㉓学校は生徒理解に努めている        【2.8】 

㉔学校はいじめ等に適切に対応している    【2.7】 

㉕子どもは情報端末等のルールを守っている  【2.6】 

㉖学校は家庭や地域との連携を大切にしている 【3.0】 

㉗学校には子どものことで相談ができる    【2.8】 

㉘子どもは地域の行事等にも参加している   【2.6】 

㉙教職員は誠意を持って対応している     【3.1】 

㉚教職員は互いに連携・協働している     【3.1】 

【意見要望等の概要】 

○授業における実態把握と個に応じた指導について 

○子どもの人権と合わせて、教職員の人権について 

○子どもの成長への感謝 

○生徒数減やコロナ禍での制限をプラスの視点でとらえ

ること 

○保護者の意見の取り扱いについて 

【考察】 

□全体的傾向としては肯定的な評価が多かった。 

□学年により評価に差が見られる。少人数のため仕方の

ない面はあるが。 

□課題は主に２点。学力の向上と生徒指導。次年度の重

点項目として取り組んでいく。 

□生徒指導のいじめに関しては、今年度は認知が０だっ

た。今後も未然防止、早期対応に努めていく。 

□情報端末のルールについては、本校に限らず、社会的

な問題である。常に危機意識を持ち、生徒、保護者へ

も継続的に啓発していきたい。 

 

※保護者や地域からの意見や要望は今後も伝えていただ

ければと思います。個別対応や集団に関わること、一

時的なことや継続することなど、色々な視点から判断

しなければならないと思っています。必ずしも意見や

要望が反映されるとは限りませんが、学校としては思

いを知ることがまずは大事だと考えています。 

 

 

 

 

 

 年度末の校長会議の折に、ＳＮＳ等の使用に
ついて教育事務所や教育委員会から指導があり
ました。県内や管内においてもトラブル等が起
きているようです。スマホやタブレットは今や
なくてはならないものです。「使わない」ではな
く、「よりよく使う」ための使用ルールを守るこ
とが大事ではないでしょうか。 
＜インターネットやＳＮＳでのトラブル例＞ 
□不適切投稿（迷惑行為、個人情報、問題行動等）
とそれに伴う個人の特定 

□個人の特定にともなう犯罪被害 
□長時間使用による生活習慣の乱れ 
□フィルタリングの不備による有害サイトへの
アクセス 

□ゲーム等のアイテム購入による課金 
□ＳＮＳ上での誹謗中傷、いじめ行為 
※これからの時代は情報モラルをきちんと身に
つけていく必要があります。誰もが、トラブル
の加害者にも被害者にもなり得ます。 

 
 
 
 ２月２８日（日）のＰＴＡ総会はお世話になり
ました。本年度のまとめができ、次年度の方向性
も示せたと思います。現ＰＴＡ会長さんのあい
さつの中にもありましたが、生徒数減少に伴い
ＰＴＡ会員数も今後確実に減っていきます。次
年度以降は、「ＰＴＡ各委員会再編にも取り組ん
でいく必要があるのでは・・・」という話も出て
います。 


